
【児童】 

〇学校生活が楽しい              

〇心身が健康である 

〇日常生活に不安や心配事がない   

〇友人関係に満足している        

〇自分にはよいところがあると思う   

〇安心して学校に通える 

【教職員】 

〇学校の仕事が楽しい             〇心身が健康である 

〇日常生活に不安や心配事がない   〇教育に意欲を感じる  

〇子どもの成長を実感する          ○職場の居心地がよい 

〇児童や保護者、地域との信頼関係がある 

○保護者や地域との信頼関係がある 

校長あいさつ 

 

開校５９年目を迎えた令和８年度は、新入生７７名を迎え、全児童５３７名（通級指導教室を含め２２学

級）でスタートしました。 

このたび、田波 巨士校長の後任として、着任いたしました 山口 美保（やまぐち みほ）と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 令和８年度につきましては、これまで積み重ねられてきた太田小学校の伝統、素晴らしさを継承していく

とともに、前年度に実施された全国学力・学習状況調査やさいたま市学習状況調査の結果、学校評価アンケ

ートの集計結果、教員等の勤務に関する意識調査等を踏まえ、課題解決に向けて尽力してまいります。 

「令和８年度の重点」を次のように設定しました。 

 

 

Well-being とは、より包括的で、個人のみならず個人を取り巻く「場」が持続的によい状態であること

を指します。児童、教職員のWell-beingの構成要素を下の例のように捉え、児童・教職員ともに幸せや豊か

さを継続的に感じられるよう、様々な教育活動を行ってまいりたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

太田小学校の子どもたちのよりよい成長と本校の更なる発展に向けて、教職員一丸となって取り組んでま

いります。保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、引き続き御理解と御協力を賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

令和８年４月吉日 

さいたま市立太田小学校 

校 長   山口 美保 

 

【学校教育目標】 

「自他を大切にして主体的に学び、生きる力をはぐくむ児童の育成」 

【目指す学校像】 

１  分かる授業を追求する「楽しい学校」 

２  自他を大切にし、感動する心を磨く「優しい学校」 

３  進んで運動し、心も鍛える「元気な学校」 

４  児童・保護者・地域の思いを大切にする「愛される学校」 

５  持続可能な働き方を工夫し、資質向上を図る「働きがいのある学校」 

 

一人ひとり（児童・教職員）の Well-being（幸福）を保証する教育の推進 

 

Well-beingの構成要素の例 


